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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

生体ナノ粒子は, ナノサイズ特有の物性や機能を持ち, 様々な情報を持つことが知ら
れている。これらを材料あるいは情報源として利用するには, 集団としての物性や
機能の測定と並行して, 個別の特性を評価する必要がある。我々はナノ粒子の個別
測定を目標として, 粒子固定用ナノアレイチップ等の開発を行ってきた。今年度は
デバイスの応用性を高めるため, 生体吸収性ポリマー材料の特性評価や表面改質に
関する研究, その場観察用高アスペクト比センサー針の作製に向けた条件検討を行っ
た。

実験
Experimental

高分子基板表面における微小電極の形成に向け、金属/高分子積層体のレーザー加
工を行った。生体吸収性高分子材料であるポリ-L-乳酸(PLLA)を用い、マイクロモー
ルディング法によって全長2 mm、先端径80 μmのマイクロニードルを作製した後、
Moをスパッタリング法により成膜し、レーザーアブレーション(フルエンス 12.6
J/mm2, 周波数 140 kHz)により表面に電極(幅 50 μm)を加工した。その後、作製し
たマイクロニードルをブタ皮膚に刺入し、交流電圧(5.0 V, 1000 Hz)を印加して電
流値を測定した。第2の電極はマイクロニードルの刺入地点から1 cm程度の位置に
設置した。

結果と考察
Results and Discussion

Fig.1に電極の加工結果を示す。レーザーアブレーションにより40.2±5.6 μmの電
極が加工されていることを確認した。また、ブタ皮膚への刺入に伴い電極と皮膚の
接触面積が増加し、電流値が増加することが確認された。以上の結果から、構築し
たプロセスにより3次元構造を有する生体吸収性エレクトロニクスが作製可能であ
ることが示唆された。すなわち、金属/高分子界面のレーザーアニールにより、生
理的環境下における安定性を向上した微小電極の加工が可能であることが示唆され
た。また加工したPLLA上Mo電極では、電極の表面粗さにより電解質液の電気伝導
率が高く算出されることを確認した。最後に微小電極を付与したマイクロニードル
を試作し、ブタ皮膚の電気計測を行うことで、構築したプロセスの微小3次元構造
体への適用可能性を示した。
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